[image: image1.png]




＜地区チ－ム研修セミナー・ＰＥＴＳ・地区協議会資料＞　　　　　　　　２００８年２月１４日作成
ガバナ－エレクト　横山守雄
　２００８-０９年度RI, 及びTRF活動方針
１．２００８-０９年度、RIの活動テ－マ

次年度ＲＩ会長、Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅさんが発表されましたＲＩの活動テ－マは、「夢をかたちに」、英語では、「Make Dreams Real」です。
DreamがDreamsと複数形になっております。これはロ－タリアンはロータリ－活動について、或いは、自分に与えられたロータリ－の職務に対して、皆それぞれ幾つかの夢や目標を持っています。　それを一つでも、二つでも「かたちに」して下さいと、Ｄ．Ｋ． Ｌｅｅさんは呼びかけられました。
ちょうと１０年前のRI会長Ｊｉｍ　Ｌａｃｙさんの活動テ-マは「ロ－タリ－の夢を追い続けよう」、「Follow Your Rotary Dream」でした。　Ｄｒｅａｍがまた１０年後に再びＲＩの活動テ－マとして出て参りましたが、Ｌａｃｙさんの時のDreamは単数形でした。　今回のテ－マはＤｒｅａｍが複数形になりました。　また「Follow」より「Make」の方が、夢をかたちにしようという強いメッセ－ジが込められているように思います。

２．Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅ次年度ＲＩ会長の強調事項
D.K. Leeさんは、「５歳以下の子供達が、世界中で毎日、３万人死亡しています。その死亡率を少しでも低下させる活動を次年度RIの重点活動項目とします」、と宣言されました。　
そしてその活動は、ロータリアンが今まで経験し、そして数多くのノウハウを蓄積しております、水保全、保険と飢餓救済、識字率向上という、過去のＲＩ強調事項を通じて、展開して行きましょうと、その様に述べられました。
子供の死亡率の高さは開発途上国の問題だけではありません。　先進国においても、子供達の交通事故、危険な遊び場での事故、子供の虐待や、いじめ、そして家庭の貧しさによる栄養失調や疾病による死亡があります。　この様な子供達の死亡や事故を少しでも防ぐ必要があります。
子供達の命を救うという活動は、私達ロ-タリアンは、国際社会ではＷＣＳプロジェクトを通じて、地域社会では社会奉仕プロジェクトを通じて取り組むことが出来ます。またＲ財団はその様な活動に対して補助金で支援してくれます。　
Ｐ-２

子供の健やかな成長を願っております私達ロ－タリアンの夢をかたちにして頂きたいと、Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅさんは呼びかけていらっしゃいます。
３．ＲＩ会長賞

Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅ　次年度ＲＩ会長はいろいろな「夢をかたち」にするため、各クラブが会員増強、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の各分野で、リストアップされたいくつかの活動項目に是非チャレンジして下さいと要請されました。
そしてロータリ－クラブ同様に、ロ-タ－アクト、及びインタ－アクトクラブにおいても、ＲＩ会長賞にチヤレンジして頂きたいとおっしゃっています。　それぞれのチャレンジ項目は２００９年３月３１日までに各クラブで完結し、ＲＩ会長賞の申請を行うことになっております。
各クラブがＲＩ会長賞を目指すことにより、クラブの活性化が促進され、ロータリ－の多くの夢がかたちになることを願っております。
４．ロータリ－財団の２００８-０９年度の活動目標

ジョナサン・マジッアベ次年度のＲ財団管理委員長は、次年度の活動目標として、次の５項目を発表されました。
1 ポリオ撲滅というロータリ－の約束を守りましょう。
現在ポリオの発症はインド、パキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアの４ヵ国でに狭まり、昨年の発症件数は１０００件程度にまで減少しました。　しかし、私達がここで手を抜けば、ポリオが再び蔓延し、今までの撲滅のための努力が、元の木阿弥になります。
ポリオ撲滅のために、ロータリ－は昨年ゲイツ財団から１億ドルの寄付を受けました。これに対し、ロータリ－は１億ドルの同額寄付を約束しました。（本件はＲＩ理事会、財団管理委員会、昨年４月の規定審議会で採択可決されております）　ロータリ－財団はこれから３年間に亘り、１２０万人の会員から１億ドルの寄付を募ることにしました。当地区での募金方法については、地区財団委員会で協議いたします。

2 ＥＲＥＹ＄１００，毎年各ロータリアンが100ドル以上の年次寄付と、恒久基金への寄付は、従来通りの目標金額を達成しましょう。
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3 ロータリ－世界平和フェロ-シップ・プログラムを恒久的に確立し、ポリオ撲滅を支援するため、クラブと地区の基金を分かち合って「みんなの財団、私たちの財団」に参加しましょう。
4 「世界でよいことをしよう」という、ロ－タリ－財団の公共イメ－ジを高めましょう。
⑤　「ロ－タリ－財団の未来の夢計画」を支援しましょう。

「ロータリ－財団の夢計画：
1 財団の補助金の構成
地区ロ－タリ－財団活動資金、４０％のＤＤＦが会員、クラブ、地区、協力奉仕団体へどのように分配されたら最も適切で、効果的になるか。
2 外部奉仕団体との協同関係構築
外部奉仕団体との協同関係を如何に構築し、財団の資金を如何に効率的に使い、より大きな成果をもたらすことが出来るか。　それと同時に、ロ－タリ－の活動を如何に広く世界中で認知してもらえるか。
3 補助金支給方法の簡素化

財団資金の利用について地区やクラブへ認可権限を出来るだけ移管し簡素化する。
ロータリ－財団は２０１７年に創立１００周年を迎えることを踏まえ、２００９－１２年に、この夢計画の試験的プログラムを世界の６０地区で実施します。その結果に基づき、２０１２-１３年度までに全地区での実施を予定しています。
５．ロータリ－の公共イメ-ジの向上
ロ－タリ－では長い間、人知れず奉仕する陰徳が最高の奉仕であるとされてきました。しかし時代は変わり、奉仕団体や組織といえども一般社会との明確なコミュニケ－ションを図ることが重要な時代となりました。ロータリ－は地域社会や国際社会に根ざした組織です。私達がどういう組織で、何をする団体なのか、明確なメッセ－ジを社会に発信しなければなりません。ＲＩは各地区に毎年一口のロ－タリ－広報のための補助金を授与することになりました。ロータリ－の公共イメ-ジの向上のために、クラブ及び地区レベルで、幅広く広報活動が展開されるように要請されております。
以上


















